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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、食品安全委員会の構成についてです。
委員会は７人の委員から構成されており、また委員会には12の専門調査会が置かれています。企画や緊急時対応、リスクコミュニケーションについて議論する企画等専門調査会のほか、農薬専門調査会、添加物専門調査会などの化学物質に関するもの、微生物・ウイルス専門調査会などの生物に関するもの、遺伝子組換え食品等専門調査会などの新食品に関するものがあり、専門委員は、兼務されている方もいらっしゃいますが、約２００名の方がいらっしゃいます。
また、食品安全委員会事務局の組織は、局長・次長の下に４課とリスコミ官及び評価情報分析官が置かれています。
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WA T A A 15 1 2 17 16 0 1
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UG- HAREE 8 3 11 11 0 1
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ADI (Acceptable Daily Intake) D% 5E
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